











高 橋   明
は じめ に
ヒンデ ィー文学 史 に お い て BhFratendu時代 と称 され る 19世紀 後半 は
北 イ ン ドの ヒンデ ィー語 地 域 に単 に文学 の み な らず 、政 治、 文化 、宗 教 の 面
で も大 きな変 化 の 見 られ た 時 期 で あ る。 Bharatendu Ⅱari`candra(1850
-85)を始 め と して こ の時 代 に輩 出 した文 学 者 た ちの 多 くが 社会 の 幅 広 い
面 に関 心 を示 し、作 品 に表現 す る だ け で は な く 、実 際 に各 種 の社 会 運 動 に積
極 的 に関 わ った こ と も蓋 し当然 の こ とで あ った 。 ヵ リー・ ボ ー リー・ ヒンデ
ィー語 に新 しい生 命 を与 え、 多 様 な 目的 に使 用 し得 る表現 力 を与 え た とい う
彼 らの功 績 に つ い て も特 筆 すべ きで あ ろ うり
」ヽ 論 で は 、ハ リシ ュチ ャ ン ドラ とほ ぼ同 時期 に カー ン プル に拠 って月 刊 誌
Brtthmalを発 行 し、多 彩 な文 筆 活動 を行 な った P r a tttpnttrtt y a l Migra
(1856-94)を取 り上 げ、大 きな変 革 の 時代 に彼 が どの よ うに対 応 したか
を 、`Ⅱindi,Hindこaur Eind' とぃ う彼 の主 張 を中 心 に考 え てみ た い
'I 生  涯
Praにpntt r 5ya,Mi ζr (3)はァ ヮ ド王国 が イギ リス 東イ ン ド会 社 に併 合 さ
れ た年 、 さ らに イ ン ド大 反乱 の 前年 の 1856年11月24日(Vikrama暦
1913年,■ζvina月の黒 半9日)にSaikatipraS=d Mi`raの長 男 と
して、 カーンプルの 東北 にガ ンジス川 を挟んで接するUnnava県のBa ije村
に生 まれ た。(4)波の一族 はK=nyakubja バラモ ンの出身 であ ったが 、
Baije 村 では果 樹栽培、家 畜の飼育 を生業 としてお り、農 業を見下 してい
たため に果 樹園の他 に は土地 を持たなか った とい う 9)祖父の R ttmd a ytt l
Mi ζra は詩人で もあ ったが 、父親 のサ ンカタープラサ ー ドが 9歳の時に亡
くな ったり)引 き続い て母 親に も死 なれた ミシ ュラの父は 、しば らく二人 の
兄 た ちの世話 にな りなが ら村のパ ンデ ィッ トにつ いて学 んだ 後、生計 の道 を
求 めて カー ンプル に出て きた。 そこで彼はア ワ ドのあ る高官 の もとで職 を得、
やが で Ibrihrmpur村の M ukt,pras=d V5jpeyTの娘 と結婚 した。(7)そ
の 後、職 を離 れてか らは占星術師 (Jyotipr)としてか なり成功 し、カーン
プルの Naugha=五地区 に五軒 の家 作 を所 有 する程 になった。(8)両親 を亡 く
した後サ ンカタープ ラサ ー ドを世話 した、 ミシュラには伯母 にあた る女性が
RImlnuja O)派の信徒 であ ったため、彼の家 の習慣 も自然 とラーマーヌ ジ
ャ派の ごと くにな り、 ミシュラの名 前 もその影響 をうけた ものであ る′°
ミシ ュラは少 年 時 よ り、奔 放 な性格 の お もむ くま ま学 校 教 育 に 限 らず 、 何
らか の 系統 立 った 学 問 に は生 涯 つ い に な じめ なか った よ うで あ る。 正確 な年
齢 は不 詳 なが らい くつ か学 校 に通 った もの の、 そ の つ ど中途 で退 校 してお り、
結 局 、資格 な り学位 な りとは最 後 まで無 縁 で あ った 。 父親 に つ い て S ighra
30d ha,Muhttrta C intttmaniとぃ った 占星術 の本 を習 った よ うだ が 、そ れ
に も気 は染 ま なか っ た ら しい 。CD ミシ ュラの 語 学 力 に つ い て 、 英語 、サ ン ス
ク リ ッ ト語 で流暢 に会 話 がで きた とす る Bttlamukund Cupta(1865-
1907)の証 言 が あ るが 、⑫ 特 に英語 に つ い ては実用 会 話 の域 を越 えた深 い
能 力 と知 識 を持 っ て い た とは 考 えに くい 。
(3彼の 不完 全 な学 校 での 教 育 、 ま
た 作 品 の 中 で 英語 の著 作 に言 及 した 部 分 が 皆 無 であ る こ とな どか ら恐 ら くこ
の推 定 は誤 っては い ま い。 ミシュ ラ に限 らず 、 当時 の ヒンデ ィー語 文学 者 た
ちが英 語 と英 語 に よ って代 表 され る西 洋 文 明 に直 接 、 接 触 す る機会 が 、 た と
え ば ベ ン ガル の知 識 人 に比 べ て比較 的 少 なか った こ とは 彼 らの思 想 に よか れ
ぁ し かれ 大 きな 影響 を与 え た と思 わ れ る。0 その 他 、 当時 の教 養 人 に と っ て
は 必 須 の言葉 で あ った ウル ドゥー語⑮ は勿 論 の こと 、 ペ ル シア語 で もしば し
ば詩 作 を し、 ウル ドゥー語 の評 論 もい くつ か発 表 した10 しか し、 サ ン スク
リッ ト語 及 び ペ ル シア語 に つ い ては 作品 中 に引 用 され る語 句 に誤 りが 多 い こ
とを Mallaは指 摘 して い る。。つ
後述 す る よ うに、 ヒンデ ィー語 こ そがイ ン ド人の言葉 で あ る と主 張 し ウル ド
ゥー語 を批 判 した ミシ ュ ラが 、 ウル ドゥー語 の詩 ゃ評 論 を書 い た こ とにつ い
ては 説明 が 必 要 で あ ろ う。 彼 の ウル ドゥー語排 斥 の 論 拠 の 一 つ は ウル ドゥー
語 が都 市 の イ スラム 教徒 と彼 ら と職 業 上接 触 す る必要 の あ る一 部 ヒ ン ドゥ ー
教 徒 た ちに と つての 教 養 語 で あ り、 その他 大 部分 の イ ン ドの民衆 の 言葉 で は
な も｀ こ とに あ った。C81 その 限 りで は彼 の 主張 は 正 当 な もので あ った と言 え よ
うo tンか し、 文学 こ と に詩 の言 葉 と しての ウル ドゥー語 の伝 統 は古 く、確 立
した もの で あ り、無 視 し得 る もの で は なか つた 。 カ リ ー ・ボ ー リー・ ヒンデ
ィー語 の普 及 の た め に一 生 を捧 げ た とい うべ き ミシュ ラが、 Braj Bh=,E
の詩 の伝統 を重視 す るあ ま り、 カ リー・ ボ ー リー・ ヒン デ ィー語 に よる詩 作
に強 く反対 し続 け た こ と。9を同 時 に思、い浮 か べ て もよ い で あ ろ う。彼 に よれ
ば ウル ド ゥー語 は ブ ラ ジ語 と同 じ く詩 人 の 言 葉 で あ り、 そ の 分 を越 え て用 い
られ よ うと した情 勢 に 反対 した と考 え るべ きで あ る。い ベ ン ガ リー語 に関 す
る知 識 につ い て は 、 3ankimcandra Catterji(1838-94)の′lヽ説 を七
冊 翻 訳 して い る ことか ら見 て、確 か な もので あ つた と思 わ ね るま〕
さて、 父親 の存 命 中 、 18歳か 19歳頃 に結婚 した もの の相 手 が 数 力月 で
亡 くな っ たた め 、彼 は Unnttv a県の Purtt Thttn5村の REms ahtty`uk la
の 娘 Sttraj Kτari と再 婚 した が 、二 人 に 子供 は授 か らなか った 。 その 時
に は既 に父 親 も亡 くな り、母 親 も 1884年に 亡 くな った 。 当 時 の彼 の収 入
は 、父親 の残 した家 作 か らの家 賃 の あが りが 月 に 40ルピー あ った他 、 い ろ
い ろ な学校 で教 職 に もつ き、 一 時 Christ Church COllegeの創設者
Ceorge nerbert westcOttにウル ド ゥー語 の 個 人教 授 を して 月 に 15ル
ピ ーを 貰 って い た こ と もあ った。 しか し、 ブラ ー フ マ ン発行 に よ る赤 字 を埋
め切 れず 、 1889年7月か ら翌 年 7月まで 、 月 給 30ルピ ーで ヒンデ ィ 言語
の 日刊 新 聞 HindOs thttn の詩 壇担 当編 集 者 と して K五15kttnkarに妻 と共
に滞 在 した ρ
ミシ ュラ は当 時 の カ ー ンプル で の さま ざ まな文化 的 活 動 の 中心 的 人 物 の一
人 で あ っ た 。 1882年に は彼 の肝 煎 で ハ リシ ュチ ャン ドラの戯 由 `Nil
De vi'(1880),と “Andher Nagarr'(1881)が上演 され た 。 85年
に は 同 じ く `Bh5rat Durda`が(1880)が上 演 され た。 同 じ年 に劇 団
`Bll=rat Entertainment Ctub｀を結 成 して い る。
1891年に は 友人 た ち と共 に、 ヒ ンデ ィー語 の 普 及の た め に読・書 クラブ
`Rasik Samttj' を作 り、 機関 誌 `Rasik v5tik5'を創刊 した 。閻
当時 の カー ンプル は北 イ ン ドの 重要 な工 業 都 市 と して成 長 しつ つ あ り、②
当然 の こ とな が らさ ま ざ まな社会 運 動 か ら も無 縁 で は あ り得 なか った 。
Arya Samttj(1875-)の支部 が 1879年、 カ ー ン プル に設 立 され た 時
ミシ ュ ラは党 員 第 一 号 とな った 。② 彼 は ま た、 国 民 会 議 の カー ン プル 支部 を
自 ら設 立 し、 1887年の 12月、 マ ドラ スで 開 か れ た第 二 回 大 会 と翌 年 の
イ ラ ーハ ー バ ー ド大 会 に カ ー ン プル の 代表 と して参 加 して い る 。②
ミシ ュ ラは痔 の店 疾 に悩 み 続 け、不 規 則 な生活 習 慣 の た め常 に健 康 にす ぐ
れ ず 、 何 ケ月 も床 を離 れ られ な くな る よ うな大病 も数 度患 った 。 つ い に 18
94年7月6日 (ヴィクラ マ暦 1951年■s tt d a月、自 半 の 4日)生涯 敬
愛 t´ て や まなか った ハ リシ ュチ ャ ン ドラに遅 れ る こ と 9年、 38歳に して没
した。②
Ⅱ 月干」誌 B rtthm a,
ミシ ュラの 文学 、思 想 を考 え るに あ た っ て は ハ リシ ュチ ャ ン ドラの 影響 を
何 と して も無 視 す るわ け に は いか ない 。 ハ リシ ュチ ャン ドラ以 降 の二 十 世紀
初 頭 に至 る まで の ヒ ンデ ィ ー語 文 学 者 で 彼 の 影響 を多 か れ 少 なか れ 受 け なか
った 者 は皆 無 で あ ろ うが 、 ミシ ュ ラは中 で も深 く彼 に傾 倒 した 一人 で あ ろ うの
少年 時代 にハ リシ ュチ ャ ン ドラの編 集 、発 行 に な る文 芸雑 誌 Kavivacan
Sudh5(1868-85)を愛読 し、 14歳の 時 に 彼 の投 稿 した 詩が始 め て
掲 載 され た の も同誌 上 で あ つた 。⑩ 以 後、多 くの 新 聞 、雑 誌 を通 じて詩 、評
論 、 随 筆 を発 表 し続 け たが 、 ミシ ュラの 文筆 活動 の中 心 とな った の は 自 ら創
刊 した月刊 誌 ブラ ー フマ ン (1883- c.94)であ った 。8り 創 干u号は 1
883年3月15日、 ホ ー リー祭 の 日に カ ー ンプ ル で発 行 され た。 リ トグ ラ
フ印刷 で 12ペー ジ。 大 きさは縦 9インチ 、横 6インチ。 紙質 は良 くなか っ
た 。第 2号以 降 は活 版 印 刷 とな った 。年 間 講読 料 は 1ルピー、 一 部 2アン ナ
であった。0第8巻の第 1号(1891年の8月号)よりBrki pur(パト
ナ)のKha4gaVi ltts出版社より発行されるようになり、ページ数も次第に
増 え 24ペー ジに な った。 それ に つ れ 講 読料 も第 9巻か ら1ルピー 6アンナ
に な った。 ミシュラ 自身 の 随筆 、評 論 、詩 が多 く掲 載 され た が 、 バ ー ラム ク
ンド・グプタ,Rttdhttkr i ttadl s(1865-1907),`r rdhar
Pithak(1859-1928)らも しば しば寄 稿 した他 、 ハ リ シュチ ャ ン
ドラ ,Ayodhyasi血h Upttd h y=y(1865-1941)らの 評 論 が掲 載
され た こ と もあ った。
途 中 、 ミシ ュ ラの病 気 と経 済 的 困 難0のた め に 長 期休 刊 が あ った り、発 行
が遅 れ た よ うな こ と もあ った。 困 難 の原 因 は定 期 講読 者 が 100人を下 まわ
る程 少 なか った こ と、 ま た その 中 に講 読 料 を満 足 に払 わ ない者 が 多 か った こ
とに あ った。 これ は ブ ラ ーフマ ンに限 った こ とで は な く、当 時 、連 合 りヽ1で発
行 され てい た ヒンデ ィー語 の雑 誌 、新 聞 はいず れ も例 外 で は なか った 。9ブラ
ー フマ ンの 講読 者 は大 雑 把 に言 っ て、 必 ず し も良 い読 者 とは 言 え な い が 、富
裕 な篤志 家 0とぃ わ ゅ る中 産階級 に属 す る ほん の一 握 りの 文学 愛 好 者 のか ら
成 っ てい た と言 えよ う。
己 れ の 命 を削 る苦 心 を しなが らブ ラー フマ ンを刊行 し続 け た ミシ ュラの 目
的 は 、彼 自身 の筆 に な る創 刊 の 辞 (Pras tttvn五)に明 らか で あ る。「 …
… … イ ン ドの 住 人 に と って この 世 で もあ の 世 で も、 唯 一 の導 き手 は (バラ モ
ンで あ る)私や新 聞 に た ず さわ る私 の 少 数 の 友人 た ち以 外 に は あ り得 な い。
なぜ 、 発 刊 す るの か 、 とは言 わず と知 れ た こ と。 カ ー ン プ ル はか く も大 きな
都 会 。幾 千 の 人 の 住 む所 。① しか るに ヒン デ ィー語 を愛 す る人 た ちに とっ て
唯 一 の 心 の慰 と もな り、国 の発 展 の 最 上 の手 段 、教 師 で もあ り、 文 明 の道標
で あ る 、至 高の旗 た る ヒン デ ィー語 の新 聞 が一紙 もな い と は、 これ は ど うぃ
うわ けか 。 …… … 。私 は 一方 をほ め 、他 方 を け なすが 如 き、意 見 の違 い に よ る
つ ま らぬ争 い事 は好 まな い 。 そ うで は な く誰 もが納 得 し、 い つで も、 どこで
も行 な うに足 る 、誰 に背 く もの で もな い教 え を説 か ん とす る もの で あ る。 財
産 、 力 、名誉 、地 位 をい さ さか も害 うこ との な い よ うな行 為 、振 舞 を教 示 し、
時 に は政 治 向 きの 、 時 には商 売 につ い ての 話 題 もお聞 か せ しよ う。 また 散 文
や韻 文混 じ りの 詩 な り戯曲 な り も、 お楽 しみあ れ 。所 々の ニ ュー スに つ い て
は これ は毎 号 お知 らせす るつ も りで あ る。」③ 事 実 、 ブ ラ ーフ マ ン誌 上 に発 表
され た彼 の随 筆 、評 論 の題 材 は、 読 者 の 笑い を誘 うた め だ け に書 か れ た もの
か ら、市 井 の 道 徳 を 平易 に 説 い た もの 、 時事 問 題 、各 種 宗 派 、団 体 の争 い を
批 判 した もの 、文 学 、政 治 に関連 した もの と多 岐 にわ た って い る。
しか し、 彼 の死 とほ ぼ同 時 に ブラ ー フマ ンは廃 刊 とな り、 その 後 ミシ ュ ラ
の遺 志 をつ ぐに足 る秀れ た ヒンデ ィ ー語 の雑 誌 が発 刊 され なか った こと0を
考 え る と、 彼 の痛 ましい程 の努 力 が果 して どこ まで報 わ れ たか と思 わ ざ る
を得 ない 。
Ill Hind i
ミ シ ュラの思 想 |ま `HindT , Hindl aur Hind｀ ⑩  ま た ・ Apn T
Bhぎ,=, 3he, ,Bhbj an ,Dharma・0とぃ った ス ロ_ガンに端 的に
表 現 され て い る。 いず れ の場 合 も彼 が 第 一 に挙 げ て い るの は言葉 で あ る。 彼
の主 張 は、 イ ン ドの イ ス ラム教 徒 は数 、経 済 力 、学 問 に お い て (ヒ ン ドゥー
教 徒 よ り も)劣り、 |・llそして ヒン ドゥー教 徒 の言 葉 とは ヒ ンデ ィ ー語 で あ る 、0従ってインドの言葉はヒジディ_語に他ならない、0といぅことでぁった。
但 し彼 の この 考 え は勿 論 、 そ の ま まの形 で 受 け と られ るべ き もの で は な い。
ミシュ ラの 論理 が 事 実 の 冷 静 な認 識 に基 づ く もの で は な く、 当時 激 し くな り
つ つ あ った ヒン ドゥ ー教 徒 とイ ス ラ ム教 徒 の対立 の 落 し 子 であ る ヒ ン デ ィー
語 とウル ドゥー語 の「 公 的 地位 をめ ぐる論 争 」0の一 環 とい った 性格 を もっ
0て い た こ とは明 らか で あ るか らで あ る。
また ミシ ュラが ヒ ン デ ィ ー語 と呼 ん でい る言葉 につ い て も輪 郭 が 明 確 で は
ない 。「 … … … ヴ ェー ダか らア ール ハ Pに 至 る まで、 その 支 え と な っ て き
た の は あ りが たぃ N5gari O DevT(即らナ ー ガ リー女 神)であ る」0また
「 ナ ー ガ リー・ デ ー ヴ ィーは 世界 中 の文 明 国 の言葉 に比べ て 、 散文 で は別 の
姿 を、韻 文 で は また別 の美 し さを 見 せ得 る点 で さ らに優 っ て ぃ る」891こ で
韻 文 とは カ リー・ ボ ー リー・ ヒン デ ィー語 の韻 文 で は な く、 詩 の 言 語 とし て
の ブ ラ ジ語 を明 らか に指 して ぃ る 。 さ らに ウル ドゥー語 は 表 記 に難 点 が あ る
の に比べ て ヒンデ ィー語 は どん な単 語 で も表 記 し得 る、0とい っ た彼 の 記述
を 見る と、Hindi とぃ う単語 は彼 に と っては イ ン ド固有 の 文 字 、即 ちナ ー
ガ リー文 字 に よ って表 記 され る、 現 在 広 い意 味 で の ヒンデ ィー語 地 域 とされ
る北 イ ン ドの言 葉 を か な り漠 然 と意 味 して い た と考 え るべ きで あ ろ う。 当然
ペ ル シア語 、 ア ラ ビア語 ば か りか 彼 の定 義 に よれ ば文 字 が違 うば か りに ウル
ドゥー語 も イ ン ドの 言 葉 とは 見 な され な い こ とに なる 。 また どの よ うな定 義
に しろ ヒンデ ィ ー語 が その ま まイ ン ド人 の言葉 と され 、 その他 の イ ン ドの有
力 な 言葉 が 彼 の 関 心 の外 に あ っ た こ とは 、 ヒンデ ィ ー語 に と っ て今 日最 も大
きな問題 で あ る 、 は た して イン ド全 体 の国 語 た り得 るか 否 か とぃ った点 が 見
落 され てぃ る こ と も指 摘 され るべ きで あ ろ う。 これ は 、 ミシ ュ ラに限 っ た こ
と で は な く、全 イ ン ドを考慮 に入 れ た ナ シ ョナ リズ ムが 興 る以 前 の ヒ ンデ ィ
ー語 文学 者 に多 少 と も共通 して言 え る こ とで あ った。150
と もか く も ヒンデ ィー語 こ そが 、 イ ン ド人 の言葉 で あ る と規定 した ミシュ
ラは そ の普 及 な く して国 の発 展 、民 生 の向 上 はあ り得 な い と ブ ラ ー フマ ン誌
上 で 論 陣 を張 った。「 い つ 、 どの よ うな民 族 が 己 れ の言葉 を軽 ん じて 、何 か
事 にお い て前 進 した で あ ろ うか 」60、「 己 れ の言葉 で完 全 な教 育 が な され な
け れ ば、 ぃ つ まで た っ て も教 育 は中途 半端 な ま まで終 わ り、 か つ効 果 も不 完
全 で あ る こ とに疑 い は ない 」0と して、 大 衆 の間 に国 語0にた い す る興 味 を
植 えつ け るた め に は 、彼 らが そ れ に よ って心楽 しめ る よ うな手 段 に訴 え るべ
きで 、 それ に は 文学 に如 くは な し と言 う。① ま た「 何 よ りもまず 必 要 な こ と
は 、 優 れ た 作家 、演 説 家 が一 般 大 衆 が ヒ ンデ ィー語 にた い して愛 情 を感 じる
よ うに す る こ と、 常 に新 しい 書物 を出 版 した りさせ た りす る こ と、 そ し てで
きる こ と な ら、安 価 に売 らせ る こ と、 さ らに は個 人 か団 体 の 援 助 を受 け て、
道 々、家 々 を回 って無 料 で配 布 す る こ と、 字 の 読 め る男 女 に は読 ませ る こ と、
さ もな くば読 ん で聞 か せ る こ とを己 れ の 最 高 の義務 と考 え る こ とで あ る。 そ
の先 の こ とは枝葉 末節 で あ る」FICl
大 衆 が楽 しむ に足 る文学 に よ っ て言 葉 の 普 及 を計 るべ し とい う ミシ ュ ラの
ま こ とに もっ と もな主 張 を、 後 世 の 文 学 者 た ちが十 分 に 受 け継 が なか った こ
と0はほぼ一世紀たった今日のヒンディー語とヒンディー文学の現状を知る
わ れ わ れ に は残 念 で な らな い。
Ⅲ Hind五
19世紀 は イ ン ドの社 会 の あ らゆ る面 にお け る改 革 と反動 の時 代 で あ った
と言 え るで あ ろ う。 ベ ンガ ル に始 ま り漸 次全 ィ ン ドに広 が った この運 動 につ
い て述 べ る こ とは り｀ 論 の扱 い得 る と ころで は ない が 、簡 略 化 して言 えば英語
教 育 の普 及 に よ って 、 まず極 端 に欧 化 、 反 ヒン ド ゥー主義 を標 榜 す る青 年 た
ちが現 われ た が 、 実 際 の 改革 運 動 は バラ モ ンに代 表 され る既 成 の権 威 と慣
習 か ら反撃 を うけ た。 社 会 改革 は若 干 進 め られ た もの の 、や が て極端 な欧 化
主 義 は反省 され る よ うに な る。 ヒン ドゥー教 の枠 内 で の改 革 運 動 で い え ば 、
ベ ンガ ルの BrahmO Samttj(1 828-   )、 北 西 り1ヽ 、 ま た特 にパ ン ジ
ャ ー ブで広 まった 圧rya Sam=j(1875-  )が、ヴ ェーダ以 F4・の 彼 ら
が言 うと ころの 後世 の 付 加物 を切 り捨 て る こ とに よ っ て ヒ ン ドゥー教 とイ ン
ド社 会 の改 革 を果 し、 か つ キ リス ト教 勢 力 を中 心 とす る外 部 か らの批 判 に答
え よ うとし た。 そ の 反 動 も、 19世紀 の 後半 の 四分 の 一 世紀 に ヒン ド ゥー教
保守 派 内 に強 く現 わ れ て きた 。 その 主 た る性 格 は ヒン ド ゥー教 と社 会 の 価 値
の 宣 揚 と、 そ の近 代 的 な解 釈 に よ っ て外 か らの攻撃 を防 ご うと した と ころに
あった。6ゆ ミシュラの立場も基本的にはこの最後のものに近かった。
彼 が 当時 の社 会 を どの よ うに と らえ て い た か を示 す 記 述 は多 い 。「 われ ら
の 同 胞 の 四 分 の 一 は餓 死 しつ つ あ る。残 りの四 分 の三 も食べ て い るの はわず
か で大 半 は腹 を減 ら して い る」 、O役 所 で は賄 賂 が は び こ り、ω 悪 徳 商人 、⑦
詐 偽漢ω の横行 も甚 しい 。農 村 は疲 幣 し、 農 民 は食 事 、衣 服 に事 欠 く有 様 で
あ る。① また イ スラム教徒 た ちが 700年か か って も奪 え な か った イ ン ドの
富 を イギ リス人 は た った 100年で い と もた易 く持 ち去 っ た、い と言 う。 し
か し こ う した現 状 を改 善 す るた め の手 段 と して 彼 の 提 案 す る もの は ぃず れ
も漠 然 と した 、頼 りな い もの で あ った と言 ゎ ざ るを得 な い 。 確 か に 国 産服 、





こ こに現 実 の社 会 の矛 盾 、貧 困 に注 目 しな が ら も、経 世家 と しての 訓 練 を債
ん だ わ けで は な い 文学 者 と して の ミシュ ラの 岐 界 を認 め る こと もで きよ う。
しか し、 も う一 つ の よ り大 きい原 因 は西 洋 近代 の 枠組 み に従 った形 での イ ン
ド社 会 の改 革 を ミシュ ラ が拒 否 し、 あ るべ き社 会 の 模 範 を イ ン ドの 伝統 の 中
に求 め た こ とに あ った と言 うべ きで あ ろ う。 彼 の この態 度 は改 革 す べ きとさ
れ る問 題 が経 済 上 の問題 よ り も、宗 教 、社 会 慣 習 に関 す る もの で あ る時 、 よ
り明 らか に な る。
ア ー リヤ・サ マ ー ジの設 立 者 Dayttnand SaraswatT(1824-188
3)はカ ー ス ト制 度 、 バ ラ モ ンの 権 威 、 ヒン ドゥーの 男 神 女 神 の 偶 像 崇拝 を
否 定 し、 寡 婦 の再婚 は認 め なか った もの の幼 児婚 につ い て は禁 止 し た。 こ う
した ヒン ドゥー教 内 の改 革 派 の他 に 、英 語 教 育 を うけ て宗 教 自体 に批判 的 な
見 方 を す る知 識 人 、 ヨ ーロ ッパ人 を中 心 に した キ リ ス ト教 伝 道 勢 力 な どが当
時 の ヒン ドゥー教 とそれ と分 か ら難 く結 び つ い た社 会 慣 習 の い くつ か を批 判
してい た。 い ず れ も、 ヒン ドゥー社 会 に お け る バ ラモ ンの権 威 を 認 め なか っ
た こ とに つ い て は 共通 して い た 。 こ う した動 きに た い す る反動 が ヒ ン ドゥー
教 保 守 派 の中 に強 ま り、 ミシ ュラ 自身 それ に 近 い立 場 の 一人 で あ っ た こと は
既 に述 べ た 。 しか し、 彼 が こ う した復 古運 動 、 こ とに英語 教 育 を'う け た知 識
人 た ちの指導 に よ る政 治 的 な意 図 を秘 めた復 古運 動 に どこ まで影 響 され た か
は疑 間 で あ る。 また 後述 す る よ うに 、 ヒ ン ドゥー教 と社会 に 改 善 の余 地 を ま
った く認 め よ う と しな い類 の保 守 主義 者 と も彼 は違 っ てい た。
と もあ れ 、彼 は何 よ り もイ ン ドの 社 会 に お け る伝統 の意 味 とそれ に従 うこ
との 重 要 性 を説 い た 。「 わ れ われ の 父 祖 が 歩 ん で きた 昔 か らの道 は決 して間
違 ってい な か った し、 今 もこれ か ら も間 違 うこ とはあ り得 な い。 何故 な ら 、
それ を教 え悟 した の はわ オ1われ の 大 仙 た ちで あ り……・彼 らが 生 涯 に 大変 な苦
心 を して得 た経 験 に基 い てわ れ らの た め に定 め た道 に もしわれ わ れ が 固 く守
り従 うな らば 、 た だ にわ れ らの現 世 と来 世 が 成 就す るばか りか 、 わ れ われ に
従 う人 々に と って も真 実 た め に な ろ う」い 。「 ゎ れ われ に と っ て 目 を閉 じ て
従 うに足 る道 は 父祖 の 歩 んで きた道 ただ 一つ であ る。 その他 の新 し く開 か れ
た道 には すべ て落穴 が あ る 。 それ 故 、そ れ らに従 うに は よ くよ く思 案 が必 要
であ る 」0そして この父祖 伝 来 の伝 統 を担 い 、人 々 を導 くの はパ ラ モ ンで あ
る。「 わ が国 で は昔 か ら何 に つ け て も事 の 是 非 を決 め るの は バ ラ モ ンだ け で
あ る。 今 日で もダル マ、慣 習 、社 会 に関 す る こ との判 断 は バ ラモ ン にの み ま
か され てい る。」 0バラモ ンの権 威 を尊 重 し、 か つ 自己 の 重 い責 任 を意 識 さ
せ るた め に 単な る敬 称 だけ で は な く、名 前 の 前 に始 祖 の各 聖 仙 の名 をつ け る
よ うに と提案 して もい る。の 世 俗 の権 力 者 の 命 令 が 必 ず し も人 々 に守 られ る
とい う保 証 は ない が 、 イ ン ドで は 一 た び ′ヾ ラ モ ンが 命 ず れ ば 人 々 は唯 々諾 々
と従 うで あ ろ うと も言 う00。自 らバ ラ モ ンで あ る こ との誇 りとそれ に伴 う責
任 の念 が 彼 の さま ざまな発 言 の裏 に あ った ことは疑 い な い 。0カ ー ス ト制 度
に つ い て も彼 は肯定 して い る。 四 ヴ ァル ナの伝統 的 な、 しか し同 時 にか な り
抽象的な義務を強調′0シュードラとの婚姻、共食をしようとは思わぬし、
言葉優しく説き聞かせれば、彼らも敢えて望むまい、09とも言っている。
ヒ ン ド ゥー教改 革 派 、 こ とに アー リヤ・ サ マ ー ジが 後 世 の不 純 な付 加物 と
して攻撃 した偶 像 崇 拝 、 プ ラ ーナ 的 信 仰 につ い て も ミシ ュラは弁 護 した 。 偶
像 崇 拝 批 判 にた い しては 、聖 者 な らぬ われ ら凡 人 の 心 を神へ の祈 りか らそ ら
さ ない た め に神 像 は あ り、 神 の 本 当 の御 姿 は 愛 で あ る こ とは もと よ り承知 で
あ る βO偶像崇 拝 者 とい うな らば、 創 設 者 ダ ヤ ーナ ン ドの写 真 を あ りが たが
るサ マ ー ジの徒 は勿 論 、 聖 典 をけ な され て怒 るキ リス ト教徒 もイ スラ ム教 徒
も同様 で あ る とす る。8・ プ ラー ナに代 表 され る ヒン ドゥー神 話 を迷 信 と して
批 判 す る者 た らにた い (′ て 、 プ ラ ー ナ を説 い た聖 者 たち の真 意 を知 り もせ ず
に神 の 四 本 の腕 や 獅 子の化 身 を文 字 通 りに解 釈 して非 難 す る こ とは愚 か 者 の
す る こ と と言 い 、 た とえ ば四 本 の腕 も獅 子の 化身 もつ ま る と ころ神 の 大御 稜
威 を表 現 した もの に他 な らな い と答 え た 。180
重要 な ことは 、 この よ うな反 論 の 目的 が ヒン ドゥー教 の教 義 な り正統 性 の
弁 護 自体 に あ った と言 うよ り も、 こ う した批 判 が徒 らに人 々 の間 に争 いの種
を ま き社 会 の発 展 に彼 が 最 も大 切 な もの と考 えた 同胞 愛 、 団 結 心 、 そ して 、
自己 の文化 に た い す る愛 着 を害 うの を恐 れ たか らで あ っ た こ とで あ る。 彼 は
言 う、 われ わ れ の至 高 の ダル マ とは 何 か 、 愛 に他 な らな い 、 そ して 愛 とは 力
を 合わせ る こ とで あ る 。 さ らに「 … … … 礼 拝 、沐 浴 、 布 施 は ダル マ で は ない
とは勿 論 言 わ な い。 しか し、 それ ら自体 が ダ ル マ と言 うわ けで は な い 。 それ
は ダル マ とい う木 の 一 枚 の ま こ とに 」ヽ さ な葉 にす ぎな い 。 か りに それ を捨 て
た と ころで 、 さ した る害 もな い 」① 「 ヴ ェ_ダの 真 言 と言 え ど も意 味 の解釈
をめ ぐって常 に争 い が続 い て きた し、 これ か ら先 も続 くで あ ろ うよ うな言葉
にす ぎな い 。 ヴ ェー ダが 大 切 なの で は な く、 われ われ の ヴ ェー ダに た いす る
愛 が大 切 なの で あ る。 ヴ ェー ダの力 とい うの も、た だ 自分 た ちの 神 、神 像 、
寺 な どに た い して われ わ れ の心 の 中 に信 仰 が あれ ば こ そで あ る」0彼 に と っ
て は教 義 の解 釈 や 正統 性 をめ ぐ って争 うこ とは先 述 した と う り、社 会 の 団結
を妨 げ、民 衆 の 心 に伝統 的 文 化 に た い す る不 信感 を植 えつ け る こ とに他 な ら
なか った。 そ れ は 己 れ の言葉 、 ダル マに た いす る愛情 を失 わせ る こ とに つ な
が る もの で あ った 。 それ故 、 ミシ ュラ をあ くまで改 革 に反 対 す る頑 迷な ヒ ン
ド ゥー教 復 古 、保 守 主 義 者 としてとらえることは適 当 で は ない 。彼 が よ り実 際
的 、現 実 的 で あ った こ とは 、 ヒ ン ドゥー教 の伝 統 的 習 俗 を擁 護す る 彼 の論 拠
の一 つ が 、 それ らが 多 くの 人 々の 生計 の手 段 に な っ て お り、 寺一 つ を と って
み て もその 建築 、維 持 に よ って職人 か ら寺僧 に至 る ま で大 勢 の 同胞 が うるお
うで はない か とい う こ とに あ った こ とで もわか ろ う。①
また、 当 時改 革すべ きこ と と して批 判 され たIEl習、習 俗 すべ て を彼 は弁 護
したわ けで は ない 。幼 児婚 、祝 い事 に 身分不 相 応 の金 を費 す こ と、結 婚 に際
して家 格 に こだわ りす ぎ る こ と、持 参 金 制 度 、洋 行へ の 偏 見 な どに つ い て は
彼 は批 判 して い る。① 幼 児婚 が 原 因 の寡 婦 の 再 婚 問題 に関 して も彼 は反対 し
なか った 。① 信 仰 上の 問 題 につ い て は 、神 と人 との私 的 な関 係 で あ り、他人
の 徒 らに容 隊 すべ きこ とで は な い 、 と した ミシ ュラ も上 の よ うな社 会 に 実
害 あ りと判 断 した問 題 につ い ては率 直 に改 革 の必 要 を認 め たの で あ る。
しか し、 た とえ こ う した問 題 で あ って も一端 法律 の強 制 に よ って解 決 をは
か ろ うとす る動 きに た い して は彼 は は っ き りと反 対 の立 場 を と った 。 188
1年に Age of Bill(承諾 年 令 法 )891が発 布 され よ う と した 時 、彼 は幼 児
婚 の弊 害 を認 め なが ら も、 イン ドの ダル マ と社 会 に た い して最 大 の 侮 辱 が加
えられようとしていると嘆いた。《。 これより2年前、National Social
ConferenceOつ の第二回大会がボンベイで開かれた際、大会決議中で寡婦
は村の長老会議または治安判事の前で承諾 しない限 り、その髪を切 られるこ
とは な い と され た こ と に た い し て、髪 を切 る こ とで寡 婦 に 何 の不 都 合 も苦
痛 もない と した 上で 、 そ もそ も民 衆 が 自分 で決 め得 る こ と に政 府 が 介 入 す る
の は 誤 りで あ る と主 張 した。 こ う した問 題 の是 非 の 判 断 は あ くまで バ ラモ ン
な リマ ウ ラ ヴ ィーの 仕事 で あ る と自説 を く り返 した。ゆ
一連 の改 革運 動 に 反 対 した勢 力 の中 心 に い た の は、 改 革 派 と同 様 に英 語 教
育 の恩 恵 を うけ た知 識 人 層 で あ り、 ミシ ュラ の 立場 は 彼 らとは微 妙 に くい違
って い る よ うに思 われ る 。極 端 な欧 化 主義 に た い す る反省 とイ ギ リ ス統 治 に
た い す る不 信 か ら、伝 統 主 義 に回 帰 した とは 言 え、彼 ら知識 人 が ミシ ュラ の
よ うにバ ラモ ンの 権 威 を無 批 判 に承 認 した とは考 え に くい
'9ま
た・、 イ ン ドの
ものは すべ て完 壁 で あ り、 何 らの 変 更 も必 要 は な い とした 一 部 の保 守 派 と も
ミシュ ラが 異 って い た こ と も同 時 に指 摘 してお くべ きで あ ろ う。 彼 の この 一
種 の 中 庸 と も言 うべ き態 度 が ど こか らきた ものか 興 味 深 い 。 上述 の ダル マ観
に して も、 ヒン ド ゥー教 に つ い て 言 わ れ る こ との多 い「 寛 容 性 」 とぃ う もの
が 、 もしあ る とす れ ば 、何 か し らその中 の 最上 の もの を ミシ ュラが 体現 して
い た と言 え な く もな い 。。う
バ ラモ ンの 社会 に お け る指 導 の 責 任 を く り返 し述 べ る ミシュ ラは また多 く
の バ ラ モ ンが無 学 、無 知 で あ りなが ら、 高慢 の あ ま り、 何 ら建 設 的 な努 力 を
しよ うと しない こ と、① なか に は 偽善 者 と して善 男 善 女 に害 を及 ぼ す もの も
い る こ と0などを見逃 さなか った 。 しか し、 何 よ り も彼 が嫌 悪 した の は英語
教 育 を うけ、西 洋 文 明 に心酔 し、 衣 装 、食事 、言葉 その他 す べ て の 面 で洋 風
に な っ て し ま ったLの黒 いサ ーハ ブ た ち」00でぁ っ た。「 ヒン デ ィ ー語 で間
違 い だ らけ の単語 を 二・ 三 語 話 したか と思 うと、 自分の 才能 をひけ らかすつ も
りか 、 耳触 りな ア ラ ビア語 や 英語 の単 語 を し ゃべ り立 て る」091輩に たいす る
ミシ ュラ の憤 と不 信 は大 きか った 。 彼 らの数 が増 え るの を見 るに つ け、「 知
識 人 」 が 、 この 有様 で は ィン ドの 伝統 、否 、 イ ン ドその もの が滅 び て しま う
と皮 肉 ま じ りに批 判 してい る。 「 (学問 を した もの)に比 べ れ ば、読 み 書




いぜ い知 る ばか りで 、 畑 をつ く り、商売 を し、職人 とな って 自分 と家 族 を養
う者 た ちの 方 が 立 派 で あ る。 こ う した人 た ちが た と え何 の役 にも立 たなかろ う
と 、 少 な く と も ヒン ドゥー とは 何 で あ るか の さ さや か な見 本とはなろ う。それ
だ け で も大 した もの で は な いか」⑩D今日の イ ン ドに 見 られ る教 育 を うけた 者
と無 学 な者 との大 きい隔 りの淵源 をすべ て 当時 の 英 語 教 育 と知 識 人 の あ り方
に求 め る こ とは不 適 当 で あろ うが 、 ミシュ ラの 懸 念 が根 拠 の ない もので は な
か っ た こ とは 確 かで あ ろ う。
Ⅳ  IIi nd
イ ン ド全体 の い わ ゆ る国 語 問題 が ミシ ュラの念 頭 にな か った こ と、 また 、
彼 だ け が 例 外 で は な か っ た こ と は 既 に 述 べ た 。 組 織 的 な ナ シ ョナ
リ ズ ム の 運 動 の 起 こ る 半 世 紀 前 ま で は 宗 教 的 、 社 会 的 改 革 運 動 が 知 識
人 た ち に と っ て 、 は る か に 重 要 な 関 心 事 で あ り、 19世紀 の 最 後 の 、
10年間 に そ の 比 重 が 逆 転 し た 、 ⑮ の で あれ ば 、 いわ ば政 治 的 な虚 構
の概 念 で あ る近代 国家 とその 国語 とい う視 点か ら ミシュラが 問題 を考 え得 な
か った こ とは、 あ る程 度 や むを得 な い ことで あ ろ う。彼 自身 が まず第 一 に 自
分 が 帰 属 す る と考 え た地 理 的範 囲 は当 時 の連 合州 で あ っ た こ とは 、 彼 の言葉
か ら推 ■llできる 。⑬⇒
無 理 の な い ことなが ら、 イ ン ド全 体 を一 つ の 国家 と して 見 る必 要 を感 じな
か った ミシ ュ ラ は イギ リスの イ ン ド統 治 を国 と国 との支 配・被支配 とい う視 点
か らで は な く、 国家 とい う概 念 か ら切 り離 され た単 に異 民 族 に よ る支配 。被
支配 と考 えて い たの で は なか ろ うか 。 イギ リ ス統 治 が イ ン ドの貧 困 の第一 の
原 因 と了 解 して い /4‐が ら、「 わ れ わ れ は 今 日、 自立 もで きず 、 ま った くな す
すべ もない 状 態 で あ る 。 …… … (しか し、他 国 者 は所 詮 、他 国者 で あ る)―・
・… …それ 故 、 イギ リス人 の や り方 が ひ どいか ら とい って泣 いた と こ ろで 仕方
が な い 。彼 らが わ れ わ れ の為 を思 っ て こ こに来 た な ど と考 え るべ きで は な い」
(0とい う ミシュ ラ は失 望 は し てい る もの の イギ リスに た い して明 確 な抵 抗 の
姿勢 を示 して い るわ けで は な い 。宗 教 に関 す る文脈 の発 言 で は あ るが 、「 …
……… (ムス リム 時代 とは異 な る)この 治 ま る御 世の 好 機 を逃 して は な らな い。
そ して 、 何 で もか で もお上 に頼 るの で は な く、 己れ の 向上 の た め に は己 れ の
手足 を動 かすべ し」(⑮とい った言葉 を合わせ考 え るな らば、 ミシ ュラは イギ
リス支配 をム ス リム支配 とほぼ同 じ平 面で 考えていた と言 って もよか ろ う。
また、 しば しばイギ リス女王 ヴィク トリアに代表 され る支配体 制 に忠誠の念
を表 明 した こと も理解 で きる。彼の不満 は主 として同 じ女王の臣民で あ りな
が ら、不当 な人種差別 が何故あ るのか とい うことであ った許。 さま ざまの差
別 を見聞す るにつ け 、「 自人 が公平であ る ことな どあ り得 ないplly「彼 らが
何 を しよ うと、た とえ どん な ことであ って も、そ れが正 しい とか誤 ってい る
とか詮索す る ことは無 意味であ る。………力 は正義 な り………・」。② と言 わず
にはおれ なか った。
イギ リス統 治 に関す る彼の認識 の限界 が同時代の ほ とん どの イン ド人に共
通の もので あった ことは、 1885年に設 立 され た国民会 議の初期 の歴 史が
示 してい る。 ミシュラは自分の参 加 した イラーハ ーバ ー ドで の大会 の様 子を
ル ポル タージュ風 にブ ラー フマ ン誌 上で報告 している。彼の国民会 議礼賛 の
第 一の理 由はイン ドの さま ざまな出身、宗教 の人 々が一堂 に会 し、親睦 を深
めた とい うことだけではなく、それが何 よ りも善意 の イギ リス人た ちの協力 、
指導 によ って運営 され たか らであ ろ うと思 われ る。 このル ポル ター ジュの最
後が国民会 議万歳 に続 いて、 ヴ ィク トリア女王 への万歳三唱で終 わ っている
こ とは まことに象徴的で ある1つ
おわりに
ミシ ュラ は そ の性格 の お もむ く と ころ、物 に構 わ な い 人 で あ つた ら しい 。
ヒン ドー ス ター ンの編 集 者 時代 、 近 くを流 れ る ガ ン ジ ス川 に ど うして も沐 浴
に行 こ うと しな い彼 に業 を煮 や した 友人 た ちが 、 あ る 日無 理 矢 理 彼 を川 岸 ま
で連 れ て い っ た と こ ろ、 ミシ ュラ は「 頭 が まず先 に 、足 は 後か らつ かれ るよ
うに川 に放 りこん で くれ るな ら、沐 浴 して もい い」 と言 い 、 友人 た ちは その
通 りに した とい う逸話 が伝 わ って い る。 その 他 、 彼 が お よ そ規則 とか 規律 と
い っ た もの に と らわれ ず 、一 方 で 形式 ば っ た権 威 に は 反 発 した こ と を示 す エ
ピ ソ ー ドは数 多 い 。 ヒン ドース ター ンを一年 で辞 め た に つ い て も、 経 営 者 の
筋 の通 らな い言 い分 を彼 が 肯 じな か った た め と され て い る 。文 章 の み な らず
日常 生活 で も寸 鉄人 を刺 す類 の 言葉 が 間髪 を入 れず に で る こ とで 有 名 で あ っ
た 。 しか し、 彼 は陰 気 な皮 肉 屋 で は なか った。 一 弦 琴 をか き鳴 ら しなが ら歌
う小 歌 (Lttva n T)が得 意 で カ ー ン プル の 四 ツ辻 に立 っ て は歌 う彼 の 姿が よ
く 見 られ た とぃ う。 また彼 に は両 耳 を動 かす 得技 が あ っ て、 動 か せ てみ せ て
(ま 友人 た ちを楽 し ませ 、 彼 の周 囲 には笑 い が 絶 ぇ なか ったメ⇒ 残 され た文章
のあ ちこち:醐そが動物 好 き、 子供 好 きであ った こ と を うか が わせ る記述 が あ る。
バ ラモ ン と しての 誇 りを持 ちなが ら も、師 と仰 い だ ハ リシ ュチ ャン ドラ に
は足 下 の礼 を と り、 イギ リ スか ぶ れ の知 識 人 を 噴 うと同時 に、 天然 痘 ワ ク
チ ンの 接 種 を村 人 に勧 め る ミシ ュラ の形式 に と らわれ る こ との な い 、 何が 大
切 で 1可が 不 要 か を見定 め よ うとす る実 際 的 な態 度 の例 は本 文 中 に述 べ た と う
りで あ る。 英 語 教 育 に よ り「 覚 醒 」す る以 前 の イ ン ドに た い す る文化 的評 価
は や や もす る と低 くな りが らで あ る。 しか し、 当 時 の知 的 環境 に 影響 され た
こ とは勿 論 で あ るに し て も、 もっぱ ら伝 統 的 価値観 と 自 らの常識 に従 いつ つ
ミシ ュ ラが下 した物 事 の是 非 の 半」断 に は 、 時代 の制 約 が あ る に して も、わ れ
われ を納 得 させ る もの が ある。 そ の すべ て を ミシ ュラの 個 性 に 帰 す る こ とは
誤 りで あ ろ う し、 ま た すべ て をハ リシ ュチ ャ ン ドラー人 の 影響 とす る こ と も
正 しく はあ る まい 。ハ リ シ ュチ ャ ン ドラ、 そ して ミ シュ ラた ち を通 し て、 当
時 の社 会 に蓄 え られ て いた 、イ ン ドの 文化 を担 うに足 る知 性 が表 現 され た と
考 え るべ きで あ ろ う。 その意 味 で 19世紀 後半 の 一群 の ヒン デ ィ ー語 文 学 者
た ちの伝 統 が 、 もし今 日まで 正 当 に 受 け継 が れ てい た な らば 、現 在 われ わ れ
の知 る ヒン デ ィー語 と ヒンデ ィー文学 の性 格 、 ま た社会 にお け る位 置 な ど も
少 しは違 った もの に なっ て い たの で は ない か と思 わ ざ るを得 な い 。
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(6) Malla(ed。) , op ci t・, P.21 8.
(7) Ibid・ , PP・ 2 1 8-2 1 9 .
(8) S.Sukla , Op cit。PP. 8-9 。
(9)R ttmtt n u j a(1073-1 194 Vi.)ヴィ シ ュヌ派 の 聖者 .
00 Malla(ed。),op.cit。,P.219。N=rttyal aはヴ イ シ ユヌ神 の別
名 。
0 彼 の学 校 教 育 につ い て は詳 しい こ とは不 明 で あ る。研 究 者 の記 述 に も く
い 違 い があ る 。 S.Suk laは、 まず S.RC.Scho01 に入学 した ものの欠 席
多 く、 た め に ヒンデ ィー語 及 び英語 を少 し学 ん だ の み で 退 校 した 。 そ の 後父
か ら占星術 を学 び 再 びEnglish Schoolに入学 す る も1871年(75年
の 誤 りか)に再 び退 学 した とす る 。 So Sukla , op.cit., PP.12-13
Varm五 に よれ ば 、 まず 家 庭 で 占 星 術 を習 った 後 、 あ る English School
に 入学 。続 い て ミッ シ ョン・ ス ク ール に学 び 、 1875年を最 後 に学校 教 育
と縁 を切 った。 Varm5, op.cit.,PP。 31-32. 上記 の English
Schoolまた So Suklaの言 うS.P.Go Schoolがどの よ うな 性格 の もの か は
っ き り しな いが 、 19世紀 後 半 の教 育 機関 の 実態 を しめす 、 あ る統 計 に よ れ
ば 当時 の連 合州 に は 113の英 語 高等 学 校 が あ り、 その 内 わず か 8校が純 然
た る私 立学 校 で あ った 。 Pradip Singha, Nineteenth Century
Bengal , K.Lo Mukhopadhyay , Calcutta , 1965,P。 45,
な お、 同 じ統 計 に よれ ば、 ベ ン ガ ル に は同 じ時期 に私 立 学 校 だ けで も319
校 あ り、宮 立学 校 の数 をは るか に 凌 いで い る事 実 は、 当 時 の ベ ン ガル と連 合
州 の教 育 環境 の違 い を示 してぃ る と思 わ れ 興 味 深 い。
⑫  」hごbarmalla Sarm5 & Banttrasid5s Caturvedi(ed s) , Cupta
一 Nibandhttwa lT , Gllpta Smttrak Granth Prak百
`an Samiti ,(]alcutta ,2007 Vi。, P. 12。
⑬  グプ タは ミシ ュラが英 語 の 文章 をい くつ か翻 訳 し た こ と もあ る と述 べ
て い るが 、 続 け て、 一年 か二年 一所 懸 命英 語 の 勉 強 を した な らば、立 派 な英
語 の読 み手 に数 え られ る よ うに な った だ ろ う と述 べ て い る こ とは、 ミシ ュラ
の 英 語 力 の 不 足 を婉 由 に証 明 し てい る と考 え るべ きで あ ろ う。 lbid.,
P.12・
0 この 点に つ い て は 、 古賀 勝 郎 、「 Bhttratendu Harishcandra に
つ い ての メ モ」 、大 阪 外 国 語 大 学 学 報 16号,96ペー ジ参 照 。
⑮  た とえ ば 、 1825年に創 立 され たDelhi College にお い ては 自然
科 学 の分 野 を含 め たす べ ての科 目が ウル ド ゥー語 で教 授 され て い た。 や や下
って 1845年に も、同 大学 の学 生総 数 460人中 418人が ウル ドゥー語
で学 び 、 ヒン デ ィー語 で学 ん だ学 生 は わず か に42名で あ っ た。 一 方 、 18
56年の 記 録 で は学 生 の うち385人が ヒン ドゥー教 徒 で あ り、 イ スラム教
徒 (ま 7 3人で あ つた 。 Kerrin Dittmer , Die lndischen Muslims
und Dic Hintil ― Urd u― KOntroverse in Den United PrOvinces
, Ott O IIIarra ssOwi tz , Vヽi esbaden , 1 9 7 2 , PP。7 5-7 6.
αo `arm百&caturvedr(eds),。pocit。,PP.12-14.
071 Malla(ed.),op.cit。,P.2  サ ン ス ク リッ ト語 の 引用 句 の 誤 りに
っぃては  」agannlthprasrd`arm= ,Hindr cadya`aili k五
V i k tts , Na~garrPraca―rili S bh五 , Ka~`T , 20 17 Vi., P. 65
に も同 様 の指 摘 が され て い る 。
C81 た とえ ば Malla(ed。), op.cit。, P。 611.
09  171a l l a(ed。), op.cit。, PP。 1 6 6-1 6 7 . `KharT BOlr K五
Pad ya' ま た Hindosth五■ 紙 上 で 、 彼 が この 問題 に つ い て SrTd har
P5thakと交 した論 争 につ い て は Sitikanth Mi`ra,Khari BOIT K百
疋ndOlan , NttgarTpracFrittT Sabh「 , K百
`T ,  2 0 1 3 Vi。
, PP。
183-186を参 照 。
②  ヮル ドゥー語 の 詩 に多 用 され る語 彙 を並 べ て 見せ 、 ウル ドゥー語 が それ以 上
に で る もの で は ない こ とを皮 肉 った随 筆 が あ る 。Malla(ed.),op.cit。,
PP。133-134。`UrdE Bibr kI Puτj' ゥル ドゥー語 の評 論 に つ い て は ィ ス ラ
ム教 徒 を当然 の こ となが ら対 象 に して書 か れ た もの で あ ろ うが 未 見 で あ る。
2o ζuk l」ま翻 訳 が す べ て極 端 な逐 語訳 で あ った と記 して い る 。 S.(ukla
Op.cit。, P。 406.
②  SoStlkla , op.cit。, PP。  1 6-1 7 , P. 3 5 9. Varm百 ,
op.cit。, PP.  3 3-4 4 . Hi nd O s thttn lまア フ ドの 大 地主 Rttm p a l
Sinha が 1883年ロン ドンで 月刊 紙 と して 創刊 した 後 、 85年か ら彼 の
地 所 で あ っ た 、 Pray=gから15コー ス程 (約30マイル)西に位 置 す るだ
ン ジ ス川 沿 いの Jヽ村 Ktt lttkttnkar か ら 日刊 新 聞 と し て発 行 され て い た 。編
集 長 は Madan Mohan M51aVTya(1861-1946)であ っ た 。
こ の 時 期 の ミ シ ュ ラ の 思 い 出 を 、 ほ ぼ 同 じ頃 同 じ く 編 集 者 と し て 働 ぃ
て ぃ た グ プ タ は カ ー ラ ー カ ー ン カ ル 村 の 美 し い 風 景 を 回 想 しつ つ 懐 か




② Malla(ed。), op.cit., PP。205-206. `K5npur aur
Nttt akl.
241 1bid.,PP。452-454.`Rasik Samttj' 但 し、 それ以 後
の ク ラ ブの 活 動 と機 関 誌 につ い て は不 明。
②  た とえ ば 1876年に Kanpur WoOlen Millが、 80年に は ア ジア最
大 と言 わ れ た皮 革 工場 Cooper Allen&COmpany,83年に Kan pur
COttOn Mill,86年に Victoria Millがで きた とあ る。 Lak,inTklnt
TripFth丁 & NIr tty a,apr aSttd AroF五 (ed s) ,  KInpur ka~ Itihls
, Kttn p u r itih5sa Samiti , Kttn pu r , 1 9 5 0 , P. 1 5 6. お そ
ら く上記 の 皮 革 工場 につ いて の こ と と思 わ れ る が 、皮 革 工 場 の排 水 が ガ ン ジ
ス川 を汚 染 し、病 気 の ひ ろ が る危 険 もあ る と市 当 局 に苦 情 を言 った ミシ ュラ
の記述 が あ る。 Malla(ed.), op.cit。,P。18.
o s。もukla, 。p,cit., P.32.
②  lbid.,P.27。また Malla(ed.),op.cit。PP。242-24
4,P. 723.
´
②  S.Sukla , Opo citc,PP. 52-55。
②  ハ リシ ュチ ャ ン ドラ に始 め て会 った際 、 バ ラモ ンで あ りなが ら、 ヴ ァイ
シャで あ る 彼 の足 元 に倒 地 の 礼 を した と して、 非 難 した連 中 に た い して 、憤
った ミシュ ラ は プ ラ ー フ マ ン誌 上 で痛 烈 な皮 肉 を もって報 い た 。 同 じ随 筆 中
で ハ リ シュチ ャン ドラの 名 を取 った新 しい暦 の使 用 を提 唱 し、 実際 に その後
自 ら範 を示 して い る。他 に も彼 のハ リ シュチ ャ ン ドラ に た い す る心 酔 ぶ りを
示 す証 拠 は多 い。
oo s.(ukla,Opocit。,PP.14-15。
①  以 下 ブ ラー フマ ン に関 す る記 述 は主 と して Malla(ed。),opo Cit.,
PP. 703-706。S.Sukla , opocit。,PP. 359-387。
Varm5,op.c it。,PP.162-169。に拠 った。
0 参考 まで に当時、 イギ リス人 の家 庭で働 くイン ド人 女中 の月給 が 10ル
ピーで あ った とい う記録 が あ る。 Siva Sc Dua,Societ
in NOrthern lndia 1 8 5 0-1 9 0 0 , Indian Bibliographies
Bureau , Delhi , 1985,P. 25。一 方 、 1873年に・Deputy
Magistrateつ地位 についていたバンキムチ ヤン ドラの月給は600ルピー
であ ったとい う。Ar abinda POddar,Renaissance in Bengal,
Indian lnstitute of Advanced Sttldy , Simla , 1 9 7 7 , P.
63.
00 創 刊 後 4年目の 1888年4月15日号 の随 筆 中 に、 1年間 に印刷 代 と
郵 便 代 が 150ルピー か か るの に 、収 入 は過 去 8ヶ月 で 20ルピー 。 4年間
に 200ルピ ーの 借金 が滞 ま り、未 だ に 150ルピーが 未 払 ぃ で あ る とあ る。
Malla(ed。), opo Cit。, P.174。この 状 態 は さ らに悪化 し、発行 後
6年間 に 550ルピ ーの赤 字 が で た とあ る。 Ibid。, P。 726。
∞ 先述 の 日刊 紙 ヒン ドー ス ター ンは年 間講読 料 10ルピ ーで あ ったが 、 読
者 は わ ず か 120人程 で あ った 。Malla(ed。),op.cit.,PP.245-
246.これ に比 べ て カル カ ッ タの ベ ンガ リー語 日刊 新 聞 で は千 数 百部 の発
行 数 を誇 る もの もあ った。 Sinha ,opo cit.,PP。 132-133. ヒ
ンデ ィー語 新 聞 で もカル カ ッ タで発 行 され てい た Du r gttpr a s 5d Mi`ra
(1854-1910)編集 の Ucitvakt五は一 時 期 、同 じ く千 数 百人 の読
者 を もってい た こ とが あ った 。 (arm百&caturvedT(eds),op・cit。,
P.335。当時 の ヒンデ ィー語 ジ ャー ナ リズ ムの 置 か れ て い た 困 難 な状 況
に つ い て は Lak,miSttgar Vttr,lexa'■dhunik Hindi Stthitya,
HindT Parisad , Illahabad University, 1954,PP。 144
-149。また、 古 賀 、 前掲 論 文 、 98-99ページ、参 照
0 この よ うな篤 志 家 の 一 人 (ミ シ ュラ に よれ ば Ilindu RFjr)にブ ラ ー フ
マ ンの 講読 を断 わ られ た こ とを嘆 い た 記事 が あ る。Malla(ed.), op.
cit., PP. 709-710.
⑮  こ うした読 者 の 一 人 が ミ シュ ラに あ て た手 紙 の 中 に、私 (読者)は二 百
数 十 ル ピ ーの 月収 が あ る には あ るが 、家 族 が多 く収 支 は相 殺 され て し ま う。
さ もな けれ ば、 私 一 人 で もブ ラ ー フマ ンの 援 助 をす るの だ が、 とい う一節 が
見 える 。 lbid.,PP。717-718.
①  1881年の カ ー ンプル の人 口は約 15万人 。 91年に は 19万に増 加
している。TripFth丁&AroFa(eds), op・cit., P. 193.
O Malla(ed。), op.cit., P. 707.
O S.Sllk l a , Op.cit.,  P. 368.
⑩  「 ヒ ンデ ィー語 、 ヒ ン ドゥー、 そ して イ ン ド」
。, P。 4 7 6 .
《0 「 自分 の 言葉 、衣 装 、食 事 、宗 教 」 Ibid。,P。
14D   Ibid . , P .  5 7 .
0 1bid., P. 55。
O Ibid.,P. 49.
0 古賀 、前 掲 論 文 、 97ペー ジ。
Malla(ed.), opo Cit
380。
⑮ この論争の早い例としては、1861年Rrjtt giva Prasttd
`Sitira―e―Hind'(1823-1895)が創設 した Benare s
lnstituteにお い て 3年後 の 1864年、北 西 州 の 民 衆 の言葉 は は た して
ヒンデ ィー語 か ウル ド ゥー語 か とい う題 目で され た討 論 を挙 げ て よい で あ ろ
ぅ。 Di t trne r , Op.cit。, P。 88.
O A~lh五 ,中世の ヒン ドゥーの勇者 工lh五とUd ala を主人公に した勇壮
な歌物語 。北 イン ドの村々で好んで雨期に歌 われる。 R。
`ukla,。
po cit
., P. 5 3.
0 今 日ナ ー ガ リー とい う語 は普 通 、 サ ン ス ク リッ ト語 ,ヒン デ ィー語 、 マ
ラ ー テ ィー語 、 パ ー リ語 な どが書 き表 わ され る文 字 の意 味 で用 い られ てい る 。
Hindr sabd sa~garのNa~gar 項 参 照 。
い Malla(ed。), opoc it。, P. 80。
891   1bid. ,  P 。  4 3 3.
00 1bid。, PP. 611-613`Is sFdgT RIllごrkhtD pai katln
na mar jry al khudr laFte hal aur httth mγ alw=r bhT nahγ'
6つ 当時既にこうした懸念がされてぃなかったわけではないことは、 ミシュ
ラの亡 くな つた年 に書 か れ た Bad ar rn 5rttya,a Caudhari `Premghanつ
(1855-1922)の評 論 に よ って も知 られ る。 しか しこの問 題 は さ ら
に考 え られ るべ きで あ ろ う。 Prabhttkareζv  Prasld Upttdhytty&
Dine` Nttr tty a,a Upttdhy=y(eds), Premghan Sarvasva , HindT
sahitya  s aIIlrne l an , Il・ayag , 200 7 Vi。, Vol.II. P P. 4 8-
50. `Hamttrr Py=rT HindT'
O Malla(ed。),opocit., P。317 こ うした 主 張 はハ リ シュチ ャ
ン ドラの 考 え を忠 実 に受 け継 ぐ もの で あ った 。 た とえ ば 、 Brajratnadtts
(ed。), Bhttratendu Cranth=wali , N=garT Praca~ri=r sabh五 ,
K五
`T,20 10 Vi。
,VoloⅢ, PP。 895-903  ′Bhttra t vars
kr kaise unnati Ho SaktT Hai?' 参 照 。
③ 原語はDe 6bh百,a。 国語という訳語はあるいは不適当かと思われるが
便宜 的 に この語 をあ て た 。
① Malla(ed。), opocit。, P 452.
① lbid.,P。384.
6の なかでも、ハリシュチャンドラやBIlakrisna Bh att(1844-
1914)が都会 の 文 学 を創 りだ した の に比 べ て、 一 般 大 衆 を念 頭 に お い て
農 村 の言葉 や イデ ィオ ム を 自 由 に用 い た た め に 、 ミシ ュラの ヒ ンデ ィー に は
下 品 さや 田 舎 臭 さが 見 られ る、 とい った S a rnlaの批 評 は一 般 に ヒン デ ィー文
学 史家 の ミシュ ラに た いす る評 価 に共通 した もの を うか が わ せ る。 Sarm五,
Op. cit。,P. 6 3.
681  Charles H.Heimsath , Indian Nationalism and Hindu
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① lbid,,PP.257-260.`Thagτ ke Ⅱathkhalle・
ω  lbid。,P。265.
6つ   Ibid。 , P . 1 3 1 .
O Ibid。,P. 27.
1691 1bid。,P.315。
①  森 の 本 を切 った こ とが農 地 の 荒 廃 の原 因 で あ るか ら、 植林 と営 林 に心 が
け るべ きで あ る とい う指 摘 が 数 少 な い例 外 の 一つ で あ ろ う。 lbid.,PP.
268-269. `Dharti lljIFtF kT Pttj百'
7り Ro C.Majmudar , Op,,ci t。, P。 296。 なお ダヤ ーナ ン ド自身
は1869年にカーンプルを訪れたとの記録がある。
O Malla(ed。), opo cit。,P.475。
σЭ   Ibid。 ,  P . 5 6 6 .
O Ibid。,P.480.
の  Ibid.,PP.489-491, イEk Saltth 2つ。 ミシ ュ ラ 自身 は先
述 の 随 筆 `Prat=pcaritra' の中で自分 の先祖 は神 仙 Vi`vttm i t r a で あ る
と誇 らか に述 べ て ぃ る 。 (ヴィシ ュ ヴ ァー ミ トラ仙 は ク シ ャ トリヤ に生 まれ
なが ら苦 行 の か い あ って バ ラ モ ン とな り、 ラ ー マ王 子に 弓術 を教 え た こ とで
も有 名 。)_lla l l a(ed。), op.cit., P.216.Sukla もこれ に は い
さ さか 当惑 げ にtltれて ぃ る。 S。 (ukla, 。po cit。,P。5。
④ Malla(ed。),op.cit。, P。480.
0 この 点 を強 調 しす ぎ る こ とは 彼 の思 想 を曲解 す る こ とに な りか ね な いが
彼 が 師 と仰 い だ ハ リ シ ェチ ャ ン ドラ と社 会 観 、宗 教観 に お い て い さ さか で も
違 い が あ る とすれ ば そ の 原因 を こ こに求 め る こ とは可能 で あ ろ う。
10 Malla(ed。), opo cit。, P 478 。
① lbid.,P。103,
0 1bid.,P_512。
811 Varm5, 。poc it.,PP。464-466, `Hanl MFrti PIjak
Π話・ Malla編集の全集に載っていない ものの内VarmF書中に補遺 とし
て収録された一編。
O Malla(ed。), op.cit。, PP.332-344. `Paurttn ik
Gllrh5r tha'
0 1bid。, PP。101-102。
O Ibid.,P・412.ミシ ュラ は ア ー リ ャ・ サ マ ー ジの党 員 で あ った こ
とか ら もわ か る通 り、 サ マ ー ジの活 動 の い くつか 、 こ とに キ リス ト教 へ の改
宗 に たい す る歯 止 め に な った こ と を評 価 して い る。 Ibid.,P。 157。




0 結 婚 、 同棲 の最 低 年 齢 を それ まで の 10才か ら12才に引 き上 げ た もの。
な お 、 同法 に た いす る反対 運 動 は 全 イ ン ド的 な もの で あ り、特 に ベ ンガ ル で
は激 しか った。 ボ ンベ イで は賛 成派 、反対 派 共 に強 力 で あ ったが rri l ak
(1856-1920)らに・指導 され た反対運動 は多 分に政 治が らみの性格
の もので あ つた。 Sinha,・op.cit。,PP.128-129。
⑩  Nra l l a(ed.)・ PP・ 403-405 。 `S ahbtts Bil Ava`ya Pヨs
Ⅱog五' なお、S.Suklaはこの同 じ評 論 を と りあげ て、 ミ シ ュラがあたか
も同法案 に大賛成 であ ったかのよ うに解 説 してい るが 、如 何な もので あろ う。
s.6ukla,。p.cit.,P.102。
0》 マハ ーラー シュ トラ地 方の社会改革 を 目指 す諸団体 を統 合して、全 イ ン
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